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Ⅰ はじめに 

 

２００８年（平成２０年）に始まった人口減少は、今後加速度的に進み、高

齢化の問題とともに、国や地方の経済社会や財政に大きな影響を及ぼすことが

懸念されています。 

そこで、政府は我が国が直面する大きな課題に対し政府一体となって取り組

み、各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創生できるよ

う、２０１４年（平成２６年）９月に「まち・ひと・しごと創生本部」を設置

するとともに、同年１１月には「まち・ひと・しごと創生法」を成立しました。 

また、２０１４年（平成２６年）１２月に、国と地方が総力を挙げて人口減

少克服に取り組む上での指針となる「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、

地方創生のための我が国の５か年戦略である「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を閣議決定しています。 

このように我が国が直面する人口減少・高齢化などの課題や、国の「まち・

ひと・しごと創生長期ビジョン」の閣議決定を踏まえ、若狭町においても、人

口の現状の分析・考察を行い、今後目指すべき方向性を示す「若狭町人口ビジ

ョン」を策定するものです。 
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Ⅱ 若狭町人口ビジョンについて 

 

１ 人口ビジョンの位置づけ 

若狭町人口ビジョンは、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」（以

下、長期ビジョン）の趣旨を踏まえ、若狭町における人口の現状について、隣

接市町（小浜市、美浜町）との比較検証を交えながら分析・考察を行うととも

に、将来人口に関する町民の認識の共有に向けて、今後目指すべき将来の方向

性と人口の将来展望（将来人口目標）を示すものです。 

そのため、若狭町人口ビジョンは、若狭町まちづくりプラン及び若狭町総合

戦略に位置づける上で重要な基礎になるものとして取りまとめます。 

なお、若狭町人口ビジョンで想定する将来人口は、施策目標が全て実現した

場合の目標値として位置づけられるものです。 

 

【若狭町人口ビジョンの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口ビジョンの対象期間 

  若狭町人口ビジョンの対象期間は、国の長期ビジョンと同様、２０６０年

（平成７２年）とし、それまでの５年ごとの人口の推移を示します。 

① 

現在の 

人口分析 

 

② 

将来推計 

人口分析 

(社人研など) 

 

③ 

将来の 

影響分析 

 

④ 

目指すべき 

将来像 

 

⑤ 

将来の 

人口展望 
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３ 国が示す長期ビジョンについて 

国が示す長期ビジョンは、日本の人口の現状と将来の姿を示し、人口減少を

めぐる問題に関する国民の認識の共有を目指すとともに、今後、目指すべき将

来の方向を提示することを目的としています。 

 

【まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」が目指す将来の方向】 

 ◎人口問題に対する基本認識 ―「人口減少時代」の到来 

・2008 年に始まった人口減少は、今後加速度的に進む。人口減少は地方から始まり、

都市部へ広がっていく。 

・人口減少は、経済社会に対して大きな重荷となる。 

・東京圏には過度に人口が集中しており、今後も人口流入が続く可能性が高い。東京

圏への人口の集中が日本全体の人口減少に結び付いている。 

◎今後の基本的視点 

○３つの基本的視点 

・「東京一極集中」の是正 

・若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現 

・地域の特性に即した地域課題の解決 

○国民の希望の実現に全力を注ぐことが重要。 

◎目指すべき将来の方向 ―将来にわたって「活力ある日本社会」を維持する 

○若い世代の希望が実現すると、出生率は 1.8 程度に向上する。 

・国民希望出生率 1.8 は、OECD 諸国の半数近くが実現。我が国においてまず目指

すべきは、若い世代の希望の実現に取り組み、出生率の向上を図ること。 

○人口減少に歯止めがかかると、50 年後に１億人程度の人口が確保される。 

・2030～2040 年頃に出生率が 2.07 まで回復した場合、2060 年には１億人程度の

人口を確保すると見込まれる。 

○さらに、人口構造が「若返る時期」を迎える。 

・人口減少に歯止めがかかると、高齢化率は 35.3％でピークに達した後は低下し

始め、将来は 27%程度にまで低下する。さらに高齢者が健康寿命を延ばすと、事

態はより改善する。 

○「人口の安定化」とともに「生産性の向上」が図られると、50 年後も実質 GDP 成

長率は、1.5～2％程度が維持される。 

◎地方創生がもたらす日本社会の姿 

＜地方創生が目指す方向＞ 

○自らの地域資源を活用した、多様な地域社会の形成を目指す。 

・全国一律でなく、地方自らが地域資源を掘り起し活用することにより、多様な地

域社会を形成する。 

○外部との積極的なつながりにより、新たな視点から活性化を図る。 

・外部人材の取り込みや国内外の市場との積極的なつながりによって、新たな発想

で取り組む。 

○地方創生が実現すれば、地方が先行して若返る。 

○東京圏は、世界に開かれた「国際都市」への発展を目指す。 
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Ⅲ 若狭町の人口の現状分析 

 

１ 総人口の推移 

・総人口は、平成２年以降漸減し、平成２２年には約１６，０００人とな

っています。 

・平成２２年の総人口は平成２年比で見ると９０．４％と、過去２０年間

において約１割（約１，７００人）減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

総人口 17,807 17,519 17,313 16,780 16,095 

変化率（平成２年比） 100.0% 98.4% 97.2% 94.2% 90.4% 

出典：国勢調査 
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２ 年齢３区分別人口の推移 

・年少人口は、平成２年の３，１４１人（１７．６％）から平成２２年の２，

１７６人（１３．５％）と約１，０００人、４．１ポイント減少していま

す。 

・生産年齢人口は、平成２年の１１，２７４人（６３．３％）から平成２２

年の９，０２４人（５６．１％）と約２，３００人、７．２ポイント減少

しています。 

・老年人口は、平成２年の３，３９２人（１９．０％）から平成２２年の４，

８９５人（３０．４％）と約１，５００人、１１．４ポイント増加してい

ます。 

・平成２２年では年少人口割合が１割近くまで低下し、特に高齢化について

は、平成７年以降、高齢化率が２１％を超えた「超高齢社会」に突入し、

平成２２年には約３人に１人が６５歳以上と少子・高齢化が進行していま

す。 
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単位：人 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

年少人口（0～14歳） 3,141 2,894 2,815 2,559 2,176 

年少人口割合 17.6% 16.5% 16.3% 15.3% 13.5% 

生産年齢人口（15～64 歳） 11,274 10,591 9,978 9,491 9,024 

生産年齢人口割合 63.3% 60.5% 57.6% 56.6% 56.1% 

老年人口（65歳以上） 3,392 4,034 4,520 4,730 4,895 

老年人口割合 19.0% 23.0% 26.1% 28.2% 30.4% 

総人口 17,807 17,519 17,313 16,780 16,095 

出典：国勢調査 
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※高齢化率とは、総人口に対して 65歳以上の高齢者人口が占める割合。 

※世界保健機構（ＷＨＯ）や国連の定義では、高齢化率が 7％を超えた社会を「高齢化社会」、

14％を超えた社会を「高齢社会」、21％を超えた社会を「超高齢社会」という。 
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 ３ 人口ピラミッド 

・平成２２年以降の人口ピラミッドを見ると、いわゆる団塊の世代を含む年

齢階級層の人口が多くなっています。平成２２年以降、団塊の世代が６５

歳以上を迎えることから、さらに高齢化が顕著になると思われます。 

・団塊ジュニアの世代を含む年齢階級層に着目すれば、平成２年当時は、第

二次ベビーブーム世代とも呼ばれる通り、人口が突出して多いですが、就

職時期後の平成７年、平成１２年では大きく減少しています。 

・７５歳以上高齢者の割合は年々増加し、平成２２年には８．３％となって

おり、平成２年の１７．５％と比べると２倍以上となっています。 

 

５歳階級別人口の推移 
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単位：人 

 

 

 

                                              

年 齢 
平成 2年 平成 7年 

男性 率 女性 率 男性 率 女性 率 

4 歳以下 502 5.8% 460 5.0% 454 5.4% 478 5.3% 

 5 ～  9 歳 506 5.9% 464 5.1% 502 6.0% 485 5.3% 

10 ～ 14 歳 633 7.3% 576 6.3% 505 6.0% 470 5.2% 

15 ～ 19 歳 558 6.5% 523 5.7% 513 6.1% 480 5.3% 

20 ～ 24 歳 377 4.4% 401 4.4% 389 4.6% 419 4.6% 

25 ～ 29 歳 496 5.7% 446 4.9% 442 5.2% 431 4.7% 

30 ～ 34 歳 536 6.2% 499 5.4% 486 5.8% 441 4.9% 

35 ～ 39 歳 584 6.8% 539 5.9% 521 6.2% 504 5.5% 

40 ～ 44 歳 670 7.8% 640 7.0% 584 6.9% 559 6.2% 

45 ～ 49 歳 559 6.5% 552 6.0% 659 7.8% 624 6.9% 

50 ～ 54 歳 517 6.0% 577 6.3% 545 6.5% 572 6.3% 

55 ～ 59 歳 656 7.6% 715 7.8% 514 6.1% 582 6.4% 

60 ～ 64 歳 743 8.6% 686 7.5% 637 7.6% 689 7.6% 

65 ～ 69 歳 438 5.1% 622 6.8% 689 8.2% 666 7.3% 

70 ～ 74 歳 340 3.9% 506 5.5% 391 4.6% 607 6.7% 

75 ～ 79 歳 292 3.4% 452 4.9% 286 3.4% 450 5.0% 

80 ～ 84 歳 160 1.9% 291 3.2% 201 2.4% 349 3.8% 

85 歳以上 77 0.9% 214 2.3% 112 1.3% 283 3.1% 

計 8,644 100.0% 9,163 100.0% 8,430 100.0% 9,089 100.0% 

年 齢 
平成 12年 平成 17年 

男性 率 女性 率 男性 率 女性 率 

4 歳以下 388 4.7% 398 4.4% 350 4.4% 381 4.4% 

 5 ～  9 歳 501 6.0% 517 5.7% 400 5.0% 416 4.8% 

10 ～ 14 歳 518 6.2% 493 5.5% 501 6.2% 511 5.8% 

15 ～ 19 歳 409 4.9% 395 4.4% 415 5.2% 400 4.6% 

20 ～ 24 歳 364 4.4% 342 3.8% 253 3.2% 238 2.7% 

25 ～ 29 歳 462 5.6% 439 4.9% 450 5.6% 402 4.6% 

30 ～ 34 歳 434 5.2% 464 5.1% 445 5.5% 465 5.3% 

35 ～ 39 歳 497 6.0% 474 5.3% 403 5.0% 468 5.3% 

40 ～ 44 歳 555 6.7% 521 5.8% 517 6.4% 461 5.3% 

45 ～ 49 歳 589 7.1% 564 6.3% 538 6.7% 506 5.8% 

50 ～ 54 歳 662 8.0% 627 7.0% 589 7.3% 568 6.5% 

55 ～ 59 歳 538 6.5% 569 6.3% 641 8.0% 612 7.0% 

60 ～ 64 歳 503 6.1% 570 6.3% 539 6.7% 581 6.6% 

65 ～ 69 歳 589 7.1% 679 7.5% 475 5.9% 555 6.3% 

70 ～ 74 歳 613 7.4% 634 7.0% 554 6.9% 651 7.4% 

75 ～ 79 歳 330 4.0% 561 6.2% 526 6.6% 588 6.7% 

80 ～ 84 歳 193 2.3% 394 4.4% 250 3.1% 472 5.4% 

85 歳以上 157 1.9% 370 4.1% 180 2.2% 479 5.5% 

計 8,302 100.0% 9,011 100.0% 8,026 100.0% 8,754 100.0% 

75 歳以上（男女計） 1486 人、8.3％（全人口比） 
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出典：国勢調査 

 

 

 

 

 

4 転入・転出状況 

・転入・転出者総数を見ると、「敦賀市」（１９．５％）、「小浜市」（１４．

９％）からの転入が多く、「敦賀市」（１５．５％）、「小浜市」（１５．５％）

への転出が多くなっています。 

・年代別・性別の転入では、小浜市からの「２０～２９歳・男女とも」、敦

賀市からの「３０～３９歳・男性」及び「２０～２９歳・女性」の転入が

多くなっています。 

・年代別・性別の転出では、敦賀市への「２０～２９歳・男女とも」、小浜

市への「２０～２９歳・女性」、京都府への「２０～２９歳・女性」の転

出が多くなっています。 

・上記の内容から、県内市町では特に敦賀市、小浜市との結びつきが強く、

また、２０～２９歳の若い世代の転入・転出が多いことがわかります。 

年 齢 
平成 22年 

男性 率 女性 率 

4 歳以下 317 4.1% 314 3.8% 

 5 ～  9 歳 353 4.5% 375 4.5% 

10 ～ 14 歳 406 5.2% 411 4.9% 

15 ～ 19 歳 396 5.1% 409 4.9% 

20 ～ 24 歳 251 3.2% 243 2.9% 

25 ～ 29 歳 295 3.8% 286 3.4% 

30 ～ 34 歳 448 5.8% 393 4.7% 

35 ～ 39 歳 483 6.2% 464 5.6% 

40 ～ 44 歳 431 5.5% 462 5.6% 

45 ～ 49 歳 526 6.8% 456 5.5% 

50 ～ 54 歳 548 7.0% 494 5.9% 

55 ～ 59 歳 603 7.8% 563 6.8% 

60 ～ 64 歳 653 8.4% 620 7.5% 

65 ～ 69 歳 522 6.7% 569 6.8% 

70 ～ 74 歳 454 5.8% 531 6.4% 

75 ～ 79 歳 480 6.2% 628 7.5% 

80 ～ 84 歳 403 5.2% 519 6.2% 

85 歳以上 208 2.7% 581 7.0% 

計 7,777 100.0% 8,318 100.0% 

※団塊の世代とは、第一次ベビーブームの 1947 年（昭和 22 年）～1949 年（昭和 24 年）生ま

れの世代。 

※団塊ジュニアとは、1971 年（昭和 46 年）～1974 年（昭和 49 年）生まれの世代。第二次ベ

ビーブーム世代とも呼ばれる。 

単位：人 

75 歳以上（男女計） 2,819 人、17.5％（全人口比） 
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【２０１４年（平成２６年） 転入（総数）】 

【２０１４年（平成２６年） 転出（総数）】 

 

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 24 0 0 12 6 0 4 2
敦賀市 64 15 3 18 19 5 2 2
小浜市 49 8 2 19 13 1 2 4
その他の市町村 50 4 2 25 11 1 6 1
東京都 18 2 1 9 2 3 1 0
愛知県 16 2 2 6 3 1 0 2
滋賀県 10 0 1 5 0 2 0 2
京都府 34 6 2 10 7 2 1 6
大阪府 20 1 1 12 2 2 0 2
兵庫県 13 2 0 7 1 1 1 1
その他の県 30 4 3 16 5 1 0 1

総数 328 44 17 139 69 19 17 23

総数

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 7.3% 8.6% 8.7% 23.5% 8.7%
敦賀市 19.5% 34.1% 17.6% 12.9% 27.5% 26.3% 11.8% 8.7%
小浜市 14.9% 18.2% 11.8% 13.7% 18.8% 5.3% 11.8% 17.4%
その他の市町村 15.2% 9.1% 11.8% 18.0% 15.9% 5.3% 35.3% 4.3%
東京都 5.5% 4.5% 5.9% 6.5% 2.9% 15.8% 5.9%
愛知県 4.9% 4.5% 11.8% 4.3% 4.3% 5.3% 8.7%
滋賀県 3.0% 5.9% 3.6% 10.5% 8.7%
京都府 10.4% 13.6% 11.8% 7.2% 10.1% 10.5% 5.9% 26.1%
大阪府 6.1% 2.3% 5.9% 8.6% 2.9% 10.5% 8.7%
兵庫県 4.0% 4.5% 5.0% 1.4% 5.3% 5.9% 4.3%
その他の県 9.1% 9.1% 17.6% 11.5% 7.2% 5.3% 4.3%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

総数

移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 7.4% 8.7% 7.1% 8.5% 11.5% 5.6% 13.6%
敦賀市 15.5% 13.0% 15.4% 14.7% 18.3% 15.4% 16.7% 13.6%
小浜市 15.5% 34.8% 17.9% 10.9% 13.4% 19.2% 16.7% 31.8%
美浜町 5.1% 13.0% 4.3% 8.5% 3.8% 4.5%
その他の市町村 10.2% 4.3% 13.6% 12.2% 3.8% 16.7%
東京都 7.6% 8.7% 2.6% 7.6% 8.5% 7.7% 5.6% 13.6%
石川県 2.5% 4.3% 7.7% 2.2% 1.2% 3.8%
愛知県 2.8% 4.9% 7.7%
滋賀県 3.8% 4.3% 7.7% 3.3% 3.7% 7.7%
京都府 8.6% 4.3% 12.8% 10.3% 4.9% 11.5% 9.1%
大阪府 6.3% 15.4% 8.2% 1.2% 3.8% 5.6% 4.5%
兵庫県 3.3% 2.6% 4.9% 2.4% 4.5%
その他の県 11.4% 4.3% 17.9% 8.2% 17.1% 3.8% 33.3% 4.5%
総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

総数

移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 29 2 0 13 7 3 1 3
敦賀市 61 3 6 27 15 4 3 3
小浜市 61 8 7 20 11 5 3 7
美浜町 20 3 0 8 7 1 0 1
その他の市町村 40 1 0 25 10 1 3 0
東京都 30 2 1 14 7 2 1 3
石川県 10 1 3 4 1 1 0 0
愛知県 11 0 0 9 0 2 0 0
滋賀県 15 1 3 6 3 2 0 0
京都府 34 1 5 19 4 3 0 2
大阪府 25 0 6 15 1 1 1 1
兵庫県 13 0 1 9 2 0 0 1
その他の県 45 1 7 15 14 1 6 1
総数 394 23 39 184 82 26 18 22

総数

出典：総務省「住民基本台帳移動報告」 ※構成比は小数点以下第 2 位を四捨五入しているため、合計

しても必ずしも 100 とはならない。以降同様。 
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【２０１４年（平成２６年） 転入（男）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０１４年（平成２６年） 転出（男）】 

 

出典：総務省「住民基本台帳移動報告」 

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 20 0 0 8 6 0 4 2
敦賀市 34 8 2 8 10 3 1 2
小浜市 24 3 0 10 9 0 1 1
その他の市町村 30 2 2 15 5 1 4 1
東京都 10 1 1 5 0 2 1 0
愛知県 8 0 1 4 2 0 0 1
滋賀県 4 0 0 2 0 1 0 1
京都府 20 3 1 9 2 1 0 4
大阪府 5 0 0 4 0 1 0 0
兵庫県 4 1 0 2 0 1 0 0
その他の県 17 1 2 11 3 0 0 0

総数 176 19 9 78 37 10 11 12

男

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 11.4% 10.3% 16.2% 36.4% 16.7%
敦賀市 19.3% 42.1% 22.2% 10.3% 27.0% 30.0% 9.1% 16.7%
小浜市 13.6% 15.8% 12.8% 24.3% 9.1% 8.3%
その他の市町村 17.0% 10.5% 22.2% 19.2% 13.5% 10.0% 36.4% 8.3%
東京都 5.7% 5.3% 11.1% 6.4% 20.0% 9.1%
愛知県 4.5% 11.1% 5.1% 5.4% 8.3%
滋賀県 2.3% 2.6% 10.0% 8.3%
京都府 11.4% 15.8% 11.1% 11.5% 5.4% 10.0% 33.3%
大阪府 2.8% 5.1% 10.0%
兵庫県 2.3% 5.3% 2.6% 10.0%
その他の県 9.7% 5.3% 22.2% 14.1% 8.1%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男

移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 21 0 0 10 6 2 1 2
敦賀市 27 0 2 15 6 1 2 1
小浜市 31 6 2 6 8 2 3 4
美浜町 9 1 0 3 4 0 0 1
その他の市町村 26 1 0 13 8 1 3 0
東京都 18 1 1 7 3 2 1 3
石川県 5 1 1 3 0 0 0 0
愛知県 6 0 0 5 0 1 0 0
滋賀県 6 0 1 3 1 1 0 0
京都府 13 0 1 4 4 3 0 1
大阪府 10 0 4 5 1 0 0 0
兵庫県 7 0 1 4 2 0 0 0
その他の県 32 1 5 11 10 1 4 0
総数 211 11 18 89 53 14 14 12

男

移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 10.0% 11.2% 11.3% 14.3% 7.1% 16.7%
敦賀市 12.8% 11.1% 16.9% 11.3% 7.1% 14.3% 8.3%
小浜市 14.7% 54.5% 11.1% 6.7% 15.1% 14.3% 21.4% 33.3%
美浜町 4.3% 9.1% 3.4% 7.5% 8.3%
その他の市町村 12.3% 9.1% 14.6% 15.1% 7.1% 21.4%
東京都 8.5% 9.1% 5.6% 7.9% 5.7% 14.3% 7.1% 25.0%
石川県 2.4% 9.1% 5.6% 3.4%
愛知県 2.8% 5.6% 7.1%
滋賀県 2.8% 5.6% 3.4% 1.9% 7.1%
京都府 6.2% 5.6% 4.5% 7.5% 21.4% 8.3%
大阪府 4.7% 22.2% 5.6% 1.9%
兵庫県 3.3% 5.6% 4.5% 3.8%
その他の県 15.2% 9.1% 27.8% 12.4% 18.9% 7.1% 28.6%
総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

男
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【２０１４年（平成２６年） 転入（女）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０１４年（平成２６年） 転出（女）】 

 移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 8 2 0 3 1 1 0 1
敦賀市 34 3 4 12 9 3 1 2
小浜市 30 2 5 14 3 3 0 3
美浜町 11 2 0 5 3 1 0 0
その他の市町村 14 0 0 12 2 0 0 0
東京都 12 1 0 7 4 0 0 0
石川県 5 0 2 1 1 1 0 0
愛知県 5 0 0 4 0 1 0 0
滋賀県 9 1 2 3 2 1 0 0
京都府 21 1 4 15 0 0 0 1
大阪府 15 0 2 10 0 1 1 1
兵庫県 6 0 0 5 0 0 0 1
その他の県 13 0 2 4 4 0 2 1
総数 183 12 21 95 29 12 4 10

女

出典：総務省「住民基本台帳移動報告」 

 

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 4 0 0 4 0 0 0 0
敦賀市 30 7 1 10 9 2 1 0
小浜市 25 5 2 9 4 1 1 3
その他の市町村 20 2 0 10 6 0 2 0
東京都 8 1 0 4 2 1 0 0
愛知県 8 2 1 2 1 1 0 1
滋賀県 6 0 1 3 0 1 0 1
京都府 14 3 1 1 5 1 1 2
大阪府 15 1 1 8 2 1 0 2
兵庫県 9 1 0 5 1 0 1 1
その他の県 13 3 1 5 2 1 0 1

総数 152 25 8 61 32 9 6 11

女

移動前の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上
福井市 2.6% 6.6%
敦賀市 19.7% 28.0% 12.5% 16.4% 28.1% 22.2% 16.7%
小浜市 16.4% 20.0% 25.0% 14.8% 12.5% 11.1% 16.7% 27.3%
その他の市町村 13.2% 8.0% 16.4% 18.8% 33.3%
東京都 5.3% 4.0% 6.6% 6.3% 11.1%
愛知県 5.3% 8.0% 12.5% 3.3% 3.1% 11.1% 9.1%
滋賀県 3.9% 12.5% 4.9% 11.1% 9.1%
京都府 9.2% 12.0% 12.5% 1.6% 15.6% 11.1% 16.7% 18.2%
大阪府 9.9% 4.0% 12.5% 13.1% 6.3% 11.1% 18.2%
兵庫県 5.9% 4.0% 8.2% 3.1% 16.7% 9.1%
その他の県 8.6% 12.0% 12.5% 8.2% 6.3% 11.1% 9.1%

総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

女

移動後の住所地
都道府県，市区町村 総数 ０～９歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

福井市 4.4% 16.7% 3.2% 3.4% 8.3% 10.0%
敦賀市 18.6% 25.0% 19.0% 12.6% 31.0% 25.0% 25.0% 20.0%
小浜市 16.4% 16.7% 23.8% 14.7% 10.3% 25.0% 30.0%
美浜町 6.0% 16.7% 5.3% 10.3% 8.3%
その他の市町村 7.7% 12.6% 6.9%
東京都 6.6% 8.3% 7.4% 13.8%
石川県 2.7% 9.5% 1.1% 3.4% 8.3%
愛知県 2.7% 4.2% 8.3%
滋賀県 4.9% 8.3% 9.5% 3.2% 6.9% 8.3%
京都府 11.5% 8.3% 19.0% 15.8% 10.0%
大阪府 8.2% 9.5% 10.5% 8.3% 25.0% 10.0%
兵庫県 3.3% 5.3% 10.0%
その他の県 7.1% 9.5% 4.2% 13.8% 50.0% 10.0%
総数 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

女
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５ 人口動態の推移 

（１）自然動態の推移 

・自然動態について、２００６年（平成１８年）までは死亡数が概ね１５０

～２００人の間で変動していましたが、２００７年（平成１９年）で大き

く増加し、それ以降は２００～２５０人の間で変動しています。 

・出生数は死亡数を常に下回り、また、減少傾向にあります。 

・死亡数が大きく増加した２００７年（平成１９年）以降は、自然動態の減

少数も増える傾向にあります。 
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（２）社会動態の推移 

・社会動態については、１９９５年（平成７年）に大きな転入超過（１００

人以上）が見られ、２００４年（平成１６年）までは転入・転出数は拮抗

していましたが、その後、転出超過の傾向が続いています。 

・２００７年（平成１９年）～２００９年（平成２１年）では、１００人以

上の転出超過が見られます。 
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（３）人口増減の推移 

・１９９５年（平成７年）、１９９６年（平成８年）、２００４年（平成１６

年）は社会増が大きく、人口動態がプラスになっています。 

・２００５年（平成１７年）以降は、１００人以上のマイナスとなる年が多

く、２００８年（平成２０年）では約２４０人のマイナスとなっています。 
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自然動態・社会動態の状況 

単位：人 

年 次 転入数 転出数 出生数 死亡数 自然増減数 社会増減数 人口増減 

1995 598 487 177 191 -14 111 97 

1996 505 464 172 200 -28 41 13 

1997 463 505 167 181 -14 -42 -56 

1998 463 511 162 168 -6 -48 -54 

1999 466 469 155 184 -29 -3 -32 

2000 483 501 156 172 -16 -18 -34 

2001 549 534 156 183 -27 15 -12 

2002 486 457 140 200 -60 29 -31 

2003 496 540 153 179 -26 -44 -70 

2004 529 466 150 156 -6 63 57 

2005 427 489 132 170 -38 -62 -100 

2006 370 414 134 156 -22 -44 -66 

2007 368 469 129 210 -81 -101 -182 

2008 326 482 134 216 -82 -156 -238 

2009 303 422 136 199 -63 -119 -182 

2010 328 371 127 206 -79 -43 -122 

2011 317 377 122 233 -111 -60 -171 

2012 326 395 123 240 -117 -69 -186 

2013 375 420 118 208 -90 -45 -135 

                                出典：ＲＥＳＡＳ 
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 ６ 合計特殊出生率の推移（国・県・町） 

・若狭町（旧三方町、旧上中町）の合計特殊出生率は、昭和６０年以降減少

傾向にありましたが、平成２２年には増加に転じ、１．７７となっていま

す。 

・また、国及び県と比較すると、若狭町（旧三方町、旧上中町）の合計特殊

出生率は高い水準を維持しています。 

 

 

 

出典：人口動態統計 
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７ 平均初婚年齢と未婚率の推移（国・県・町） 

・国と県の平均初婚年齢は、男女共に年々高くなっています。 

・一方、若狭町は２００５年（平成１７年）から２００８年（平成２０年）

にかけて高くなっていますが、２００９年（平成２１年）に、男女共に

急激に低くなっています。しかし、翌年の２０１０年（平成２２年）に

急激に高くなり、その後はほぼ横ばいに推移しています。 

・２０１３年（平成２５年）の若狭町の平均初婚年齢は、国と県の値と比

較すると、男女共に低い値となっています。 
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・国と県の未婚率は、男女共に年々高くなっています。 

・若狭町の未婚率は、男女ともに増加傾向にあるが、２５～２９歳男性は、

１９８５年（昭和６０年）の７１．０％からほぼ横ばいに推移しており、

２０１０年(平成２２年)では、県の値より３．４ポイント高くなっていま

す。 
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 ８ 就業者の推移 

（１）就業者の推移 

・就業者人口は、平成７年をピークに漸減しています。 

・１次産業、２次産業の割合は減少傾向、３次産業の割合は増加傾向を示し

ています。 

・平成２２年では、１次産業が約１割、２次産業が約３割、３次産業が約６

割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

１次産業 1,331 1,360 967 995 899 

１次産業割合 14.8% 15.0% 11.3% 12.3% 11.5% 

２次産業 3,454 3,288 2,957 2,281 2,341 

２次産業割合 38.4% 36.3% 34.7% 28.3% 29.8% 

３次産業 4,206 4,402 4,605 4,781 4,607 

３次産業割合 46.8% 48.6% 54.0% 59.3% 58.7% 

就業者 8,991 9,050 8,529 8,057 7,847 
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（２）１次産業就業者の推移 

・１次産業の就業者人口は、平成７年から平成１２年にかけて大きく減少（約

４００人）し、平成１２年以降は１，０００人未満となっています。 

・１次産業の中では、農業就業者の割合が最も高く、９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

農業 1,247 1,297 910 922 816 

農業割合 93.7% 95.4% 94.1% 92.7% 90.8% 

林業 6 21 8 6 31 

林業割合 0.5% 1.5% 0.8% 0.6% 3.4% 

漁業 78 42 49 67 52 

漁業割合 5.9% 3.1% 5.1% 6.7% 5.8% 

１次産業 就業者 1,331 1,360 967 995 899 
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（３）２次産業就業者の推移 

・２次産業の就業者人口は、平成１２年から平成１７年にかけて大きく減少

（約７００人）し、平成１７年以降は約２，３００人となっています。 

・２次産業の中では、製造業就業者の割合が最も高く、平成２２年では約６

割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：人 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

鉱業 4 5 4 0 4 

鉱業割合 0.1% 0.2% 0.1% 0.0% 0.2% 

建設業 1,072 1,099 1,123 943 930 

建設業割合 31.0% 33.4% 38.0% 41.3% 39.7% 

製造業 2,378 2,184 1,830 1,338 1,407 

製造業割合 68.8% 66.4% 61.9% 58.7% 60.1% 

２次産業 就業者 3,454 3,288 2,957 2,281 2,341 
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 （４）３次産業就業者の推移 

・３次産業の就業者人口は、平成１７年まで漸増し、平成１７年の約４，８

００人をピークに減少に転じています。 

・３次産業の中では、サービス業就業者の割合が最も高く、次いで、卸売・

小売業、飲食店就業者の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

電気･ガス･熱供給･水道業 77 100 107 91 112 

電気･ガス･熱供給･水道業割合 1.8% 2.3% 2.3% 1.9% 2.4% 

運輸･通信業 378 355 331 301 311 

運輸･通信業割合 9.0% 8.1% 7.2% 6.3% 6.8% 

卸売･小売業，飲食店 1,229 1,279 1,310 1,825 1,579 

卸売･小売業，飲食店割合 29.2% 29.1% 28.4% 38.2% 34.3% 

金融･保険業 125 115 114 111 114 

金融･保険業割合 3.0% 2.6% 2.5% 2.3% 2.5% 

不動産業 3 6 6 13 36 

不動産業割合 0.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.8% 

サービス業 2,394 2,547 2,737 2,440 2,455 

サービス業割合 56.9% 57.9% 59.4% 51.0% 53.3% 

３次産業 就業者 4,206 4,402 4,605 4,781 4,607 
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金融･保険業 不動産業 サービス業
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金融･保険業割合 不動産業割合 サービス業割合

出典：国勢調査 

 

単位：人 

（人） 
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 ９ 就業者の推移（５歳階級ごと） 

・農業や製造業の就業者は、農業は平成７年、製造業は平成１２年まで各年

の就業者数で上位１０位に挙がる産業でしたが、近年は上位のほとんどが

サービス業となっています。 

・近年では、女性だけでなく、４０代や５０代の男性のサービス業就業者数

が増えています。 

 
単位：人 

※表中のピンク色マーカー表示の箇所は、各年の就業者数で上位 10位。 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

　　15～19歳 88 58 2 0 0 0 4 0 0 0 12 0 32 25
　　20～24歳 345 327 5 0 0 0 9 0 1 1 32 11 103 60
　　25～29歳 471 314 6 1 1 1 8 0 0 0 70 8 93 89
　　30～34歳 511 351 9 3 0 0 5 0 0 0 92 15 102 91
　　35～39歳 549 475 9 7 0 0 4 1 0 0 100 18 118 170
　　40～44歳 641 565 14 21 0 0 7 1 1 0 98 18 188 224
　　45～49歳 533 496 20 34 0 0 12 0 1 0 98 18 112 199
　　50～54歳 483 426 43 72 0 0 8 0 0 0 106 30 119 157
　　55～59歳 604 451 98 128 2 0 6 2 0 0 164 24 102 142
　　60～64歳 577 306 200 140 1 0 5 1 0 0 111 11 91 63
　　65～69歳 277 189 135 97 1 0 2 0 0 0 28 2 33 34
　　70～74歳 145 86 87 44 0 0 1 1 0 0 4 1 12 6
　　75～79歳 68 38 36 16 0 0 1 0 0 0 1 0 5 5
　　80～84歳 25 6 16 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
　　85歳以上 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総数（男女別） 5,318 4,090 681 566 5 1 72 6 3 1 916 156 1,111 1,267

　　15～19歳 61 45 0 0 0 0 2 0 0 0 15 1 18 12
　　20～24歳 351 328 3 2 5 0 1 0 0 0 51 15 97 51

　　25～29歳 422 291 3 2 1 0 3 0 0 0 59 9 100 67
　　30～34歳 460 292 9 4 3 0 3 0 2 0 86 12 80 82
　　35～39歳 496 397 8 7 1 0 2 0 0 0 84 28 112 95
　　40～44歳 549 510 9 9 1 1 2 1 0 0 91 22 120 170
　　45～49歳 630 541 13 19 1 0 4 1 2 0 100 25 188 206
　　50～54歳 519 463 23 41 1 0 7 2 1 0 100 24 107 175
　　55～59歳 462 408 50 107 3 0 5 1 0 0 103 23 105 130
　　60～64歳 534 380 127 151 2 1 2 1 0 0 144 19 75 84
　　65～69歳 473 269 225 163 0 0 5 0 0 0 70 5 50 25
　　70～74歳 211 131 124 83 0 0 0 0 0 0 10 2 15 10
　　75～79歳 79 53 54 29 1 0 0 0 0 0 0 0 4 3
　　80～84歳 36 16 16 12 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0
　　85歳以上 4 3 1 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

総数（男女別） 5,287 4,127 665 632 19 2 36 6 5 0 914 185 1,074 1,110

　　15～19歳 46 48 0 0 0 0 1 0 0 0 9 1 6 11

　　20～24歳 326 271 0 1 0 0 4 0 0 0 82 8 64 33

　　25～29歳 436 310 1 2 1 0 4 0 2 0 70 14 100 43

　　30～34歳 407 300 4 2 0 0 3 0 1 0 78 11 87 69

　　35～39歳 470 370 6 0 3 0 4 0 0 0 93 16 84 91

　　40～44歳 519 446 8 8 1 0 2 0 0 0 87 36 106 111

　　45～49歳 559 486 12 3 0 1 1 0 0 0 99 23 118 151

　　50～54歳 619 508 10 23 0 0 5 1 1 0 118 27 162 169

　　55～59歳 490 398 26 53 0 0 8 1 0 0 104 20 87 125

　　60～64歳 382 264 72 76 0 0 5 0 0 0 78 18 57 49

　　65～69歳 368 247 123 122 2 0 4 1 0 0 78 8 26 35

　　70～74歳 282 133 146 76 0 0 2 1 0 0 35 4 21 12

　　75～79歳 96 67 58 40 0 0 2 0 0 0 5 0 3 6

　　80～84歳 31 20 22 3 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2

　　85歳以上 15 7 10 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総数（男女別） 5,046 3,875 498 412 7 1 45 4 4 0 937 186 923 907

　　15～19歳 59 31 15 19 7
　　20～24歳 219 188 6 2 6 35 5 41 21
　　25～29歳 425 293 14 5 6 70 11 80 28

　　30～34歳 427 322 7 3 1 63 18 90 33

　　35～39歳 381 364 10 7 2 67 15 74 68
　　40～44歳 497 385 8 2 1 4 94 19 87 84

　　45～49歳 511 435 13 7 2 94 23 90 91
　　50～54歳 547 475 16 5 1 5 1 101 17 84 106
　　55～59歳 568 442 33 35 1 7 4 95 22 104 97
　　60～64歳 413 284 76 73 1 12 79 11 31 39
　　65～69歳 292 191 102 89 1 6 1 38 11 21 11
　　70～74歳 234 139 122 73 1 3 26 3 10 10
　　75～79歳 172 81 113 45 4 8 1 7 3
　　80～84歳 51 24 32 12 1 2
　　85歳以上 11 15 7 5 1 1 1 1

総数（男女別） 4,807 3,669 559 363 6 0 60 7 0 0 787 156 739 599

　　15～19歳 43 36 1 0 0 11 10 9
　　20～24歳 208 193 9 2 0 1 33 5 54 30
　　25～29歳 278 212 4 3 0 0 3 45 7 57 36
　　30～34歳 424 307 13 5 1 0 2 1 77 10 105 40
　　35～39歳 464 365 9 5 3 0 3 90 18 98 56

　　40～44歳 408 391 9 8 1 1 3 79 12 83 88

　　45～49歳 499 401 12 6 3 0 3 101 18 82 90
　　50～54歳 516 410 12 10 5 1 2 1 1 99 16 86 84

　　55～59歳 547 397 19 9 4 1 4 1 101 12 88 91
　　60～64歳 516 339 67 50 4 1 8 2 2 84 16 86 56
　　65～69歳 339 239 100 74 2 0 9 1 53 9 25 19
　　70～74歳 201 124 94 53 2 0 4 2 16 2 11 5
　　75～79歳 180 91 108 52 1 0 3 1 12 2 7 4
　　80～84歳 82 32 51 17 0 0 2 5 1
　　85歳以上 17 8 9 5 0 0 1

総数（男女別） 4,722 3,545 517 299 26 5 44 8 4 0 803 127 798 609

H2

H7

H12

H17

H22

農業 林業 漁業 鉱業 建設業

FE

製造業

A B C D

総数
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単位：人 

出典：国勢調査 ※表中のピンク色マーカー表示の箇所は、各年の就業者数で上位 10位。 

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

　　15～19歳 0 6 4 0 18 11 0 2 0 0 10 12 6 2 0 0
　　20～24歳 9 8 14 8 54 51 0 20 0 1 93 151 24 16 1 0
　　25～29歳 9 2 35 8 65 53 7 8 0 0 140 133 37 11 0 0
　　30～34歳 10 0 37 5 74 61 14 10 0 0 132 150 36 16 0 0
　　35～39歳 9 0 38 2 65 72 12 8 0 0 133 182 61 15 0 0
　　40～44歳 5 2 56 5 78 96 10 4 1 0 142 169 41 25 0 0
　　45～49歳 4 1 55 8 67 82 7 6 0 0 113 132 44 16 0 0
　　50～54歳 5 1 35 8 42 53 7 1 0 0 97 99 21 5 0 0
　　55～59歳 6 0 35 1 48 61 5 0 1 0 115 92 22 1 0 0
　　60～64歳 0 0 17 0 45 37 1 0 0 0 99 53 7 0 0 1
　　65～69歳 0 0 5 0 21 26 0 1 0 0 49 26 3 0 0 3
　　70～74歳 0 0 1 0 10 12 1 1 0 0 27 20 1 0 1 1
　　75～79歳 0 0 1 0 12 9 0 0 0 0 12 8 0 0 0 0
　　80～84歳 0 0 0 0 5 1 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0
　　85歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

総数（男女別） 57 20 333 45 604 625 64 61 2 1 1,165 1,229 303 107 2 5

　　15～19歳 1 2 2 3 8 9 0 1 0 0 11 17 4 0 0 0
　　20～24歳 9 7 21 5 48 69 4 19 0 0 76 148 36 12 0 0

　　25～29歳 16 2 20 5 56 51 3 13 0 1 130 129 31 11 0 1
　　30～34歳 15 4 32 6 68 55 4 6 0 2 134 117 24 4 0 0
　　35～39歳 6 0 31 9 63 67 13 8 1 0 137 168 38 15 0 0
　　40～44歳 19 1 36 3 64 86 11 8 0 1 146 197 50 11 0 0
　　45～49歳 8 5 49 8 75 94 8 2 1 0 142 168 38 13 1 0
　　50～54歳 4 1 48 5 67 86 6 4 0 0 120 121 35 4 0 0
　　55～59歳 0 0 30 5 44 52 4 0 0 0 101 88 17 2 0 0
　　60～64歳 0 0 26 0 44 52 1 0 0 0 104 71 9 1 0 0
　　65～69歳 0 0 7 0 34 25 0 0 0 0 76 51 6 0 0 0
　　70～74歳 0 0 2 0 18 16 0 0 0 0 41 20 1 0 0 0
　　75～79歳 0 0 1 0 7 10 0 0 0 0 12 11 0 0 0 0
　　80～84歳 0 0 1 0 8 2 0 0 0 0 8 2 0 0 0 0
　　85歳以上 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

総数（男女別） 78 22 306 49 605 674 54 61 2 4 1,239 1,308 289 73 1 1

　　15～19歳 0 0 3 1 16 17 0 1 0 0 8 16 3 1 0 0

　　20～24歳 4 4 9 5 48 62 3 6 0 0 90 149 22 3 0 0

　　25～29歳 11 2 22 8 54 65 8 11 1 0 104 156 58 9 0 0

　　30～34歳 12 2 17 5 52 61 1 8 1 0 115 135 36 7 0 0

　　35～39歳 20 1 31 8 54 64 6 7 0 1 142 173 27 9 0 0

　　40～44歳 16 0 35 9 70 70 13 11 0 1 146 184 35 16 0 0

　　45～49歳 16 0 34 6 59 73 11 7 0 1 159 211 50 10 0 0

　　50～54歳 8 3 49 7 69 95 8 2 1 0 152 166 36 15 0 0

　　55～59歳 2 1 37 3 67 87 6 3 0 0 121 98 32 7 0 0

　　60～64歳 5 0 21 3 46 40 2 0 0 0 92 74 4 1 0 3

　　65～69歳 0 0 15 1 39 33 0 0 0 0 76 47 5 0 0 0

　　70～74歳 0 0 1 0 26 13 0 0 0 0 49 27 2 0 0 0

　　75～79歳 0 0 1 0 8 11 0 0 0 0 18 10 1 0 0 0

　　80～84歳 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 6 8 0 0 0 0

　　85歳以上 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0

総数（男女別） 94 13 275 56 610 700 58 56 3 3 1,281 1,456 311 78 0 3

　　15～19歳 1 1 1 0 15 10 1 7 11 1 1
　　20～24歳 1 - 5 7 57 58 4 8 52 83 11 4 1
　　25～29歳 5 3 19 3 69 66 4 8 1 125 157 31 10 2 1

　　30～34歳 6 1 13 4 74 81 3 9 1 123 160 45 12 2

　　35～39歳 13 2 16 8 54 92 2 9 2 110 154 29 9 2
　　40～44歳 21 1 40 6 78 94 7 8 1 2 124 156 30 12 2 1

　　45～49歳 20 - 32 8 83 107 10 9 1 130 172 36 18
　　50～54歳 12 - 29 8 90 135 12 7 1 1 133 182 61 13 2
　　55～59歳 2 1 40 9 105 135 5 1 2 134 129 39 9 1
　　60～64歳 1 - 27 4 77 88 1 2 95 62 13 4 1
　　65～69歳 - 13 2 55 50 1 44 26 8 1 3
　　70～74歳 - 6 0 34 44 28 9 4
　　75～79歳 - 1 0 24 26 1 14 6
　　80～84歳 - 0 0 9 10 7 2
　　85歳以上 - 0 0 2 3 0 5

総数（男女別） 82 9 242 59 826 999 49 62 8 5 1,126 1,314 307 92 16 4

　　15～19歳 1 0 9 14 1 1 6 10 4 2
　　20～24歳 6 2 6 4 41 52 6 7 1 1 43 84 7 4 2 1
　　25～29歳 3 2 7 5 60 45 5 6 1 2 80 94 10 7 3 5
　　30～34歳 8 2 24 3 56 64 2 6 2 113 161 19 9 3 5
　　35～39歳 9 4 20 3 58 79 7 11 1 3 116 173 48 12 2 1

　　40～44歳 11 3 21 9 53 92 3 6 5 2 109 157 30 11 1 2

　　45～49歳 22 2 40 8 64 91 5 8 2 1 123 163 36 13 6 1
　　50～54歳 18 35 8 74 87 13 11 3 2 116 170 45 17 7 3

　　55～59歳 12 1 30 5 78 107 9 6 3 147 160 50 4 2
　　60～64歳 4 1 45 5 83 99 3 112 101 13 4 5 4
　　65～69歳 1 1 24 3 49 65 1 1 1 64 61 9 1 1 4
　　70～74歳 2 1 39 39 1 30 19 2 1 2
　　75～79歳 2 0 24 22 1 20 10 2
　　80～84歳 17 12 7 2
　　85歳以上 3 3 4 0

総数（男女別） 94 18 257 54 708 871 51 63 22 14 1,090 1,365 269 82 39 30

H2

H7

H12

H17

H22

分類
不能の
産業

 卸  売･
 小売業，
 飲食店

金 融･
保険業

不動産
業

サービス
業

公 務
(他に分類さ
れないもの)

G H I J K

 電気･ガス･
 熱供給･
 水道業

運 輸･
通信業

L M N
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Ⅳ 将来推計人口の分析について 

 

国立社会保障・人口問題研究所の推計（Ｈ２５．３～）によれば、２０１０

年（Ｈ２２）では総人口が約１６，１００人であったものが、２０３５年（Ｈ

４７）では約１２，１００人、２０６０年（Ｈ７２）では約８，３００人と人

口減少していくことが予測されています。 

また、年齢３区分別割合をみると、２０１０年（Ｈ２２）では、年少人口１

３．５％、生産年齢人口５６．１％、老年人口３０．４％であったものが、２

０６０年（Ｈ７２）では年少人口９．５％、生産年齢人口４９．４％、老年人

口４１．０％となり、少子高齢化がさらに深刻化することが予測されています。 

 

区 分 
2010年 

（H22） 

2015年 

（H27） 

2020年 

（H32） 

2025年 

（H37） 

2030年 

（H42） 

2035年 

（H47） 

2040年 

（H52） 

2045年 

（H57） 

2050年 

（H62） 

2055年 

（H67） 

2060年 

（H72） 

年少人口 2,176 1,913 1,669 1,482 1,331 1,245 1,185 1,111 1,008 891 792 

（0～14歳） 13.5% 12.5% 11.5% 10.8% 10.3% 10.3% 10.4% 10.5% 10.3% 9.9% 9.5% 

生産年齢人口 9,024 8,291 7,683 7,134 6,617 6,120 5,528 5,011 4,745 4,483 4,107 

（15～64 歳） 56.1% 54.1% 52.8% 52.0% 51.2% 50.4% 48.6% 47.4% 48.5% 49.6% 49.4% 

老年人口 4,895 5,120 5,188 5,106 4,978 4,777 4,650 4,448 4,039 3,658 3,407 

（65歳以上） 30.4% 33.4% 35.7% 37.2% 38.5% 39.3% 40.9% 42.1% 41.2% 40.5% 41.0% 

合 計 
16,095 15,323 14,539 13,723 12,926 12,143 11,363 10,569 9,792 9,032 8,306 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

 

2,176 1,913 1,669 1,482 1,331 1,245 1,185 1,111 1,008 891 792
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年齢３区分別将来推計人口（総数） 

出典：国立社会保障・人口問題研究所 
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平均寿命が伸長してきている現在において、一般的に用いられる年齢３区分

（年少人口：０～１４歳／生産年齢人口１５～６４歳／老年人口：６５歳以上）

は、町の実生活を反映しきれない面もあると考えられます。そこで、新たに「２

０歳未満（０～１９歳）」「２０～７４歳」「７５歳以上」の３区分で将来人口の

推計をしました。 

生産年齢人口の割合は、「１５～６４歳」では２０６０年に４９．４％と、半

数以下と推移されたが、新たに区分した「２０～７４歳」では５９．７％にと

どまり、約６割を推移する推計となりました。 

平均寿命が伸長してきている現在において、６０・７０歳代のシニア層が経

験や知識を活かして活躍できる社会づくりが重要です。 

社会情勢を反映した年齢３区分別将来推計人口（総数） 

区 分 
2010年 

（H22） 

2015年 

（H27） 

2020年 

（H32） 

2025年 

（H37） 

2030年 

（H42） 

2035年 

（H47） 

2040年 

（H52） 

2045年 

（H57） 

2050年 

（H62） 

2055年 

（H67） 

2060年 

（H72） 

0～19歳の人口 2,981 2,607 2,315 2,034 1,829 1,675 1,572 1,474 1,361 1,225 1,090 

0～19歳の人口割合 18.5% 17.0% 15.9% 14.8% 14.1% 13.8% 13.8% 13.9% 13.9% 13.6% 13.1% 

20～74の歳人口 10,295 9,870 9,335 8,643 7,996 7,435 6,880 6,351 5,751 5,241 4,958 

20～74歳の人口割合 64.0% 64.4% 64.2% 63.0% 61.9% 61.2% 60.5% 60.1% 58.7% 58.0% 59.7% 

75歳以上の人口 2,819 2,846 2,890 3,046 3,101 3,033 2,911 2,744 2,680 2,566 2,258 

75歳以上の人口割合 17.5% 18.6% 19.9% 22.2% 24.0% 25.0% 25.6% 26.0% 27.4% 28.4% 27.2% 

合計 
16,095 15,323 14,539 13,723 12,926 12,143 11,363 10,569 9,792 9,032 8,306 

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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出典：国立社会保障・人口問題研究所 
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Ⅴ 人口減少が将来に与える影響・分析 

 

１ 農業の衰退 

若狭町は、嶺南地域の２市４町の中で最も農産物販売金額が多く、若狭町に

おいて農業は、主要な産業の一つとなっています。 

一方、農産物販売金額について、平成１７年で１，９００百万円であったの

が、平成２２年で１，６７９百万円と減少しています。 

今後、人口減少や高齢化が進行することにより、農業の担い手不足や耕作放

棄地の増加が進み、農業が衰退していくことが懸念されます。 
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出典：RESAS 農林水産業マップ 農産物販売金額 
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 ２ 観光産業の衰退 

若狭町の基幹産業のひとつである観光産業について、観光産業を支える民宿

軒数の推移を見ると、平成１７年に１１８軒であったのが、平成２６年では９

０軒と過去１０年間で約３０件が減少しています。 

なお、平成２６年における若狭町の宿泊施設は、民宿が９０軒、ホテル・旅

館が７件、青年の家が１件と、民宿の占める割合が９割を超えており、民宿の

減少は、観光産業に大きな影響を与えることが予測されます。 

「Ⅲ－２．年齢３区分別人口の推移（P7）」のとおり、若狭町の生産年齢人

口は減少傾向、老年人口は増加傾向を示していることから、働き手の不足や高

齢化による担い手不足が予測され、観光産業の衰退が懸念されます。 
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 ３ 社会保障費の増大 

｢Ⅲ－２．年齢３区分別人口の推移（P7）｣より、若狭町の老年人口は増加傾

向を示していることから、高齢化の進行に伴い、介護が必要な高齢者も増加し

ていく一方で、生産年齢人口が減少傾向を示しており、高齢者を支える働き盛

りの世代が減少することが予測されます。 

「若狭町第６期介護保険事業計画」によれば、今後、介護給付費の見込みは、

年々増加し、平成２９年度には１，６７３百万円となることが予測されてお

り、一人ひとりの社会保障費の負担が増していくものと考えられます。 
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出典：若狭町第６期介護保険事業計画（平成 27 年３月） 
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 ４ 集落の維持機能の低下  

平成２７年における若狭町の９１集落別の高齢化率をみると、２８％～３

５％以下の集落が３８集落と最も多く、次いで３５％～４２％以下が２８集落

となっています。 

世界保健機構などの定義において、高齢化率が２１％を超えた社会を「超高

齢社会」としていますが、それを大きく超える集落が８２集落となっています。 

そのうち、５集落（成出（５４．３％）、古川（５１．９％）、田名（５１．

７％）、梅ヶ原（４９．１％）、切追（４６．７％））については、高齢化率が

約５割と非常に高い割合となっており、今後の人口減少及び高齢化の進行によ

って、集落の維持が困難となり、集落機能が低下していくことが考えられます。 
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５ 生活関連サービスの低下 

若狭町において、町民が快適に暮らしていくためには、買い物をする店舗、

福祉・医療機関などの生活関連サービスは必要不可欠な存在ですが、これら生

活関連サービスは一定の人口規模があってはじめて需給バランスが成り立ち、

立地しているものです。 

若狭町では、今後も人口減少の進行が予測されていることから、需給バラン

スが崩れ、若狭町から生活関連サービス施設の撤退などが進むことが考えられ

ます。 

そうなれば、生活必需品などの購入、福祉・医療サービスの提供を受けるこ

とが困難となり、町民の日常生活を送るうえで、利便性が低下することが予測

されます。 

また、若狭町では、３次産業の割合が高くなっていますが、生活関連サービ

ス施設の撤退などが進めば、雇用の場の縮小にもつながるおそれがあります。 
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Ⅵ 目指すべき将来像と人口の将来展望 

 

１ 目指すべき将来像 

若狭町では、前述までの人口の現状の分析・考察、将来推計人口などを踏ま

え、次の通り目指すべき将来像を設定します。 

 

【若狭町が抱える主要な問題・課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○若狭町においては、今後、さらに人口減少・高齢化が深刻化するこ

とが予測されているほか、基幹産業の衰退が懸念されています。 

 

○そのため、出生率の低下や若者の流出を改善する対策を講じるとと

もに、地域産業を中心とする産業振興を進めることが重要です。 

 

○また、人口減少・高齢化に対応した若狭町らしいまちづくりを目指

すことも重要です。 
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【若狭町が目指すべき将来像】 

（１）若者世代が希望を持って住み続けられるまちづくり 

若者世代が求める住環境、雇用の場を整えるとともに、安心して結婚・出

産・子育てできる支援の充実を図り、若者の流出抑制やＵＩターンなどによ

る定住促進を図ります。 

 

（２）わかさの産業を活気づけるまちづくり 

地域産業を中心とした産業振興により、わかさの産業を活性化するととも

に、魅力的な雇用の場の創出と、地域の活性化を図ります。 

 

（３）まちの魅力によって人の流れを生み出すまちづくり 

若狭町の自然、歴史、産業などの魅力を活かし、まちの求心力を高めると

ともに、人の流れをつくる環境を整えることで、交流人口を拡大します。 

 

（４）人口減少に対応した持続可能なまちづくり 

人口減少による地域活力の維持などの様々な課題に対し、嶺南地域が一体

となり取り組みを推進することにより、持続的に発展し続けることができる

まちづくりを進めます。 
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２ 人口の将来展望について（将来人口目標） 

若狭町では、目指すべき将来像を踏まえ、人口規模は２０４０年（Ｈ５２）

に約１２，０００人、２０６０年（Ｈ７２）に約１０，０００人を目指します。 

 

【若狭町の人口予測結果】 

 2025年（H37） 2040 年（H52） 2060 年（H72） 

総人口 14,025人 12,165人 10,112人 

高齢化率 36.4％ 38.2％ 33.3％ 

対 2010年人口比 87.1％ 75.6％ 62.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

パターン３(町独自) 16,095 15,396 14,714 14,025 13,374 12,755 12,165 11,582 11,038 10,539 10,112

パターン２(町独自) 16,095 15,410 14,754 14,100 13,496 12,934 12,409 11,897 11,433 11,024 10,703

パターン１(町独自) 16,095 15,375 14,656 13,916 13,201 12,501 11,827 11,159 10,527 9,933 9,396

社人研 16,095 15,323 14,539 13,723 12,926 12,143 11,363 10,569 9,792 9,032 8,306

日本創成会議 16,095 15,323 14,433 13,490 12,557 11,623 10,674
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～合計特殊出生率の設定の考え方～ 

・合計特殊出生率は、２０３５年（Ｈ４７）までに２．１、２０６０年（Ｈ７

２）までに２．４に上げます。（P41「若狭町将来推計人口」パターン３） 

⇒これは、国の長期ビジョンの考え方を参照した値（２０３５年までに１．

８、２０６０年までに２．１（P41「若狭町将来推計人口」パターン１））

と、国の目標水準の上昇率を適用した値（２０３５年までに２．３１、２

０６０年までに２．６９（P41「若狭町将来推計人口」パターン２））の中

間値です。 

 

～社会動態軽減（純移動率）の設定の考え方～ 

・純移動率は、２０６０年（Ｈ７２）までに社人研推計値の０．５倍にします。 

⇒０．５倍の根拠は、「東京在住者の今後の移住に関する意向調査」（平成２

６年内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局）における、東京都在住

者の関東圏以外の出身者の東京都以外への移住検討意向約５０％（転出減

と転入増の係数）を適用したものです。（P41「若狭町将来推計人口」パタ

ーン１～３共通） 
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【参考】 

 

・福井県では、平成 26年に「結婚・子育てに関するニーズ調査」を実施しており、

当該調査において、回答者が『実際に持ちたい子どもの数』が調査されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          出典：「結婚・子育てに関するニーズ調査」（福井県・Ｈ26） 

 

・加重平均により実際に持ちたい子どもの数の平均を算出すると、以下に示すとおり、

約 2.6となる。  

6.2
9.16.52.401.419.2

9.156.542.4031.4129.21





 

 

・若狭町人口ビジョンにおいて定めた合計特殊出生率の目標値 2.4は、実際に持ちた

い子どもの数の平均値 2.6に概ね近い値となっている。 
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 ３ 将来人口目標 ５歳階級別将来人口の推移結果 

将来人口推計ピラミッド（社人研推計）によれば、年少人口及び生産年齢人

口は各々、２０４０年で１０．４％、４８．７％、２０６０年で９．６％、４

９．５％と、若者世代の人口減少が予測されていることから、今後、交流人口

を拡大、自町内就業環境を強化による若者の流出防止やＵターンの促進、若い

世代が結婚・出産・子育てしやすい支援対策などによって、若者世代を中心と

した人口の増加を図ります。 

 

★「社人研推計」から

の増加分の内訳 

（2040年） 

 

①出生率の向上による

増加⇒700 人 

 

②U ターン促進などに

よる増加⇒100 人 

 

合計：800 人 

★「社人研推計」から

の増加分の内訳 

（2060年） 

 

①出生率の向上による

増加⇒1,400 人 

 

②U ターン促進などに

よる増加⇒400 人 

 

合計：1,800 人 

 

パターン３ 2040年 

パターン３ 2060年 

※将来人口目標値について、

濃い色の部分が「社人研推

計」からの増加分 

※将来人口目標値について、

濃い色の部分が「社人研推

計」からの増加分 
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2040年

総計 男 女 将来人口目標 社人研 差

将来人口目標 社人研 差 将来人口目標 社人研 差 将来人口目標 社人研 差 0～14歳 1,686 1,185 501

0～4歳 575 380 195 295 195 100 280 185 95 15～64歳 5,835 5,529 306

5～9歳 565 397 168 291 205 86 274 192 82 65歳以上 4,644 4,651 -7

10～14歳 546 408 138 283 212 71 263 196 67 75歳以上（再掲） 2,915 2,912 3

15～19歳 507 387 120 262 200 62 245 187 58 合　計 12,165 11,365 800

20～24歳 461 353 108 239 183 56 222 170 52 0～14歳 13.86% 10.43% 3.43%

25～29歳 526 447 79 272 231 41 254 216 38 15～64歳 47.97% 48.65% -0.68%

30～34歳 508 493 15 259 252 7 249 241 8 65歳以上 38.18% 40.92% -2.75%

35～39歳 588 581 7 293 292 1 295 289 6 75歳以上（再掲） 23.96% 25.62% -1.66%

40～44歳 625 626 -1 320 324 -4 305 302 3 合　計 100.00% 100.00% -

45～49歳 642 648 -6 331 338 -7 311 310 1

50～54歳 559 563 -4 300 306 -6 259 257 2

55～59歳 581 586 -5 317 324 -7 264 262 2 将来人口目標 社人研 差

60～64歳 838 845 -7 469 476 -7 369 369 0 0～19歳 2,193 1,572 621

65～69歳 910 916 -6 481 487 -6 429 429 0 20～74歳 7,057 6,881 176

70～74歳 819 823 -4 400 405 -5 419 418 1 75歳以上 2,915 2,912 3

75～79歳 829 833 -4 427 429 -2 402 404 -2 合計 12,165 11,365 800

80～84歳 768 768 0 363 363 0 405 405 0 0～19歳 18.03% 13.83% 4%

85～89歳 662 656 6 279 277 2 383 379 4 20～74歳 58.01% 60.55% -3%

90歳以上 656 655 1 208 208 0 448 447 1 75歳以上 23.96% 25.62% -2%

計 12,165 11,365 800 6,089 5,707 382 6,076 5,658 418 合計 100.00% 100.00% -

2060年

総計 男 女 将来人口目標 社人研 差

将来人口目標 社人研 差 将来人口目標 社人研 差 将来人口目標 社人研 差 0～14歳 1,583 793 790

0～4歳 534 240 294 274 123 151 260 117 143 15～64歳 5,158 4,107 1,051

5～9歳 519 259 260 267 134 133 252 125 127 65歳以上 3,370 3,406 -36

10～14歳 530 294 236 274 153 121 256 141 115 75歳以上（再掲） 2,246 2,257 -11

15～19歳 518 298 220 267 154 113 251 144 107 合　計 10,111 8,306 1,805

20～24歳 486 274 212 251 142 109 235 132 103 0～14歳 15.66% 9.55% 6.11%

25～29歳 495 317 178 255 164 91 240 153 87 15～64歳 51.01% 49.45% 1.57%

30～34歳 473 325 148 245 169 76 228 156 72 65歳以上 33.33% 41.01% -7.68%

35～39歳 474 351 123 248 186 62 226 165 61 75歳以上（再掲） 22.21% 27.17% -4.96%

40～44歳 492 393 99 260 212 48 232 181 51 合　計 100.00% 100.00% -

45～49歳 527 453 74 280 246 34 247 207 40

50～54歳 507 499 8 267 270 -3 240 229 11

55～59歳 579 579 0 296 305 -9 283 274 9 将来人口目標 社人研 差

60～64歳 607 618 -11 313 328 -15 294 290 4 0～19歳 2,101 1,091 1,010

65～69歳 609 624 -15 313 328 -15 296 296 0 20～74歳 5,764 4,958 806

70～74歳 515 525 -10 271 283 -12 244 242 2 75歳以上 2,246 2,257 -11

75～79歳 501 511 -10 259 268 -9 242 243 -1 合計 10,111 8,306 1,805

80～84歳 633 639 -6 322 328 -6 311 311 0 0～19歳 20.78% 13.14% 8%

85～89歳 550 544 6 244 244 0 306 300 6 20～74歳 57.01% 59.69% -3%

90歳以上 562 563 -1 185 185 0 377 378 -1 75歳以上 22.21% 27.17% -5%

計 10,111 8,306 1,805 5,091 4,222 869 5,020 4,084 936 合計 100.00% 100.00% -

※合計値は、それぞれ四捨五入しているため、総人口は、P41の「２ 人口の将来展望について（将来人口目標）」

に記載されている値と一致しない場合がある。 

 

〔５歳階級別将来人口〕 〔年齢３区分別将来人口・人口割合〕 

〔５歳階級別将来人口〕 〔年齢３区分別将来人口・人口割合〕 

２０４０年 

２０６０年 


